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嫌い、どちらかというと嫌いは 0 名で、普通：7 名、
どちらかというと好き：5 名、好き：0 名という結果
となった。このうち、普通と回答した 7 名の平均筆圧
の平均が 122g、最大筆圧の平均が 283g であり、好き
と回答した 5 名の平均筆圧の平均は 104g、最大筆圧
の平均は 224g であった。好きと回答した被験者の方












3 普通 7 122 283



























































ついては平均筆圧で、痛くなるの 4 名が 148g、少し
痛くなるの 7 名が 100g、痛くならないの 1 名が 43g
であり、その間に約 50g という大きな差がみられる。
また、書字によって手が痛くなる頻度については平均
筆圧で、毎回痛くなるの 1 名が 200g、頻繁に痛くな
るの 2 名が 135g、たまに痛くなるの 8 名が 103g、痛




























意識：筆圧 回答数 平均（g） 最大（g）
1 弱い 0
2 やや弱い 1 118 277
3 普通 6 91 199
4 やや強い 2 118 254
5 強い 3 157 373
意識：握圧 回答数 平均（g） 最大（g）
1 弱い 0
2 やや弱い 0
3 普通 4 95 211
4 やや強い 4 95 213
5 強い 4 148 351
表３　書字における手の痛みと筆圧
程　度 回答数 平均（g） 最大（g）
1 とても痛くなる 0
2 痛くなる 4 148 351
3 少し痛くなる 7 100 216
4 痛くならない 1 43 180
頻　度 回答数 平均（g） 最大（g）
1 毎回痛くなる 1 200 453
2 頻繁に痛くなる 2 135 333
3 たまに痛くなる 8 103 225




















































いる。具体的には、とても痛くなる：0 → 0 名、痛く
なる：4 → 0 名、少し痛くなる：7 → 9 名、痛くなら
ない：1 → 3 名と明らかに痛みの程度が下がった。頻
















1 ほぼ毎日 3 0
2 週に数回 8 8
3 月に数回 0 2




1 はい 7 7
2 いいえ 0 2
3 わからない 5 3
使いやすさ ２回目 ３回目
1 使いやすい 0 2
2 やや使いやすい 4 6
3 やや使いにくい 7 3
4 使いにくい 0 1
今後も使いたいか ２回目 ３回目
1 はい 0 2
2 どちらかといえばはい 9 5
3 どちらかといえばいいえ 2 5
4 いいえ 1 0
変化の自覚
握　圧 ２回目 ３回目
1 はい 4 5
2 いいえ 8 4







　1 回目と 2 回目のアンケート調査からは、筆圧・握
圧が低下したと自覚し、手の痛みも減少したと感じる
という結果が見られた。では、実際の筆圧の値は変
化しているだろうか。使用前の 1 回目から 50 日後の





→ 2 回目が 114g → 92g と約 20g 減少している。ただ
し 3 回めでは 10g 程度戻り、リバウンドともいえる
状況が見られる。最大筆圧の平均も 1 回目→ 2 回目が
264g → 206 と約 50g の減少と 3 回目で 25g 程度戻る
数値となっている。2 回目から 3 回目の間ではほとん
ど使用しなくなった被験者もいることを考えると、こ
の筆記具の使用で筆圧を軽減できることは間違いない
































程　度 １回目 ２回目 ３回目
1 とても痛くなる 0 0 0
2 痛くなる 4 0 0
3 少し痛くなる 7 9 7
4 痛くならない 1 3 5
頻　度 １回目 ２回目 ３回目
1 とても痛くなる 1 0 0
2 痛くなる 2 0 0
3 少し痛くなる 8 9 6
4 痛くならない 1 3 6
表７　筆圧の変化
平均筆圧（ｇ） 最大筆圧（ｇ）
１回目 ２回目 ３回目 １回目 ２回目 ３回目
平均 114 92 101 258 208 231
Ａ 70 57 66 149 126 141
Ｂ 200 118 151 453 258 332
Ｃ 110 80 75 236 181 161
Ｄ 76 64 89 180 172 210
Ｅ 75 108 87 161 256 210
Ｆ 122 103 128 277 223 291
Ｇ 112 105 79 225 211 158
Ｈ 97 88 89 189 182 184
Ｉ 118 113 143 277 251 331
Ｊ 123 68 70 284 143 160
Ｋ 152 126 134 388 320 373
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